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１　礼月Kについては在来 の有職故実を 細々と調べ上げ

てそ れに従わねばならぬとす る考え方 があ ると共に，礼

服不要論 もあ り，実情 も余 りに混乱してい る。そこで私

は「ﾈ団gは必要か否か，不要 ならば如何なる態度をとる

べきか，礼服は必婁ならば如何にあるべきか」について

種々の方面 より研究し，衣生活 の正しい方 向を見出そ う

とした。

２　文献及び思索により主 として倫理学的 ・社会心理

学的 に研究した。そしてここ には儀式服のみな らず社交

用服全般に亘って述べる。

３　ﾈ 団Rは実用よ りも装飾的意義を持つ のが，歴史的

には下 級ﾈ団gが次第に上級礼期 にとって代 り，簡素化 の

方向を辿 って来た。そしてその性質 としては伝統，雰囲

気及び他人 との協調性を持つ べきであるが更 にそこに各

人の趣向を加えた方がよい と思われる。又 戦時中制定さ

れた国民服は何故用いられなくなったかについても考察

を加えた。結論としては，「儀式 が主に形式的, 呪術的な

ものである以上，礼服とい う特殊 なものがあった方が よ

い。特別に礼服 のない場合はふだん着や作業衣 でない被

服を着用して臨むべ きである」とい う事になる。


